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研究要旨  非肥満の代謝性異常者の生活習慣改善への効果的な保健

指導方法に関するガイドラインの策定するため、「Minds 診療ガイド

ライン作成の手引き 2014」に準拠し、スコープを作成し 6 つの重要

課題を設定した。重要課題のうち、「非肥満者の代謝性異常に対する

運動介入」の重要課題について担当した。非肥満者の代謝異常に関す

る共通のキーワードと各課題のキーワードを組み合わせて検査式を

作成し、Medline、Cochrane data base、医学中央雑誌から文献の検

索を行った。昨年度実施したアブストラクトから採否を判断する 1 次

スクリーニングに引き続き、今年度は文献フルテキストを精読する 2

次スクリーニングを経てエビデンスの検討を行い、ステートメントの

作成及び可能な場合には推奨レベルの設定などを行った。  

 

Ａ．研究目的  

 非肥満の代謝性異常者の生活習慣改善

への効果的な保健指導方法に関するガイ

ドラインの策定するため、国内外の論文

から、非肥満者の代謝異常の予防やリス

ク要因に関しての文献を広く収集し、評

価指標等の信頼性・妥当性、介入の効果

等のエビデンスレベル、推奨グレード、

コンセンサスレベルを含むリストを作成

することを目的とした。  

 本研究では、分担研究として「非肥満

者の代謝性異常に対する運動介入」につ

いての検討を担当した。  

 

Ｂ．研究方法  

「Minds 診療ガイドライン作成の手引き

2014」に準拠し作業を行った。今年度は  

1 次スクリーニングまで作業を以下のよ

うに行うこととした。  

①スコープの作成  

 ガイドラインがカバーする内容を含ん

だスコープを作成し、それに基づいた重

要課題を設定し、各課題に 2～3 のクリ

ニカル・クエスチョン（CQ）を設けるこ



ととした。  

②キーワードの選択  

 キーワードは課題ごとに選定した。非

肥満の代謝異常ついてのキーワードはす

べての課題に共通のものとした。  

③検索  

キーワードに基づいて検索式を作成し、

1995 年から 2015 年までの文献検索を行

っ た 。 デ ー タ ベ ー ス は Medline 、

Cochrane data base、医学中央雑誌とし

た。  

④1 次スクリーニング  

 検索された文献の研究デザインや抄録

等含む文献データベースを課題ごとに作

成し、内容をチェックして重要な文献を

選定した。  

⑤2 次スクリーニング  

 フルテキストから内容を評価する 2 次

スクリーニングは、本課題の担当者２名

により実施し、「非肥満者の代謝異常」に

限定して行われた研究を、評価する論文

として採用した。2 次スクリーニングの

工程を経ずとも、ハンドサーチ等で解説

文の記述に必要と思われる文献があれば、

適宜参照した。  

③相対評価と推奨分の作成  

 Minds「診療ガイドライン作成の手引

き 2014」に準じてエビデンス統合と総体

評価を行い、推奨文の作成を行った。  

 

Ｃ．研究結果 

 分担した重要課題「非肥満者の代謝性

異常に対する運動介入」では、非肥満者

の代謝性異常に対する運動介入の効果を

文献的に明らかにすることを目的に取り

組んできた。  

(1) 非肥満者の代謝性異常に対する運動

介入  

 以下のように 3 つの CQ を設定した。  

「CQ 運動介入で非肥満者の耐糖能異常

が改善するか？」  

「CQ 運動介入で非肥満者の高血圧が改

善するか？」  

「CQ 運動介入で非肥満者の脂質異常が

改善するか？」  

 

 また、文献検索のために以下の 10 個

のキーワードを設定した。  

 運動、エクササイズ  

exercise 

 身体活動  

physical activity  

 エネルギー消費量   

energy expenditure 

 レジスタンストレーニング

resistance/training,exercise,exercise 

training  

 有酸素運動

aerobic/training,exercise,exercise 

training 

 種類  

type 

 強度  

intensity 

 頻度  

frequency  

 量  

volume  

 歩行、ウォーキング  

walking 

 これらのキーワードに基づく検索式に

よ り Medline248 件 、 Cochrane data 



base193 件、医学中央雑誌 160 件の文献

を抽出した（重複 36 件）。これらの合計

565 件の文献について、アブストラクト

から採否を判断する 1 次スクリーニング

を行ない、75 件の文献を選定した。続い

てそれらの文献フルテキストを精読する

2 次スクリーニングにより、5 件の文献

を選定し引用文献とした。また、ハンド

サーチによる 3 件を参考文献として加え

た。これらの文献から以下のようなステ

ートメントを作成した。  

①CQ 運動介入で非肥満者の耐糖能異常

が改善するか？  

本 CQ の引用文献は 3 件であった。ス

テートメントは以下の通りである。  

・非肥満者の耐糖能異常に対し、中強度

の有酸素運動による介入を検討してもよ

い。（弱い推奨、エビデンスの強さ C（弱））。 

②CQ 運動介入で非肥満者の高血圧が改

善するか？  

本 CQ の引用文献は 0 件であり、参考

文献を 2 件加えた。ステートメントは以

下の通りである。  

・非肥満者において高血圧に対する運動

介入の効果を示すエビデンスはない（推

奨なし）。  

③CQ 運動介入で非肥満者の脂質異常が

改善するか？  

本 CQ の引用文献は 2 件であり、参考文

献を 1 件加えた。ステートメントは以下

の通りである。  

・非肥満者の脂質異常に対し、中強度の

有酸素運動による介入を検討してもよい。

（弱い推奨、エビデンスの強さ D（とて

も弱い））。  

 

Ｄ．考察  

 本研究では、「非肥満者の代謝性異常に

対する運動介入」の重要課題について、

キーワードを設定し、非肥満者の代謝異

常に関する共通キーワードと組み合わせ

て、複雑な検索式を設定し、文献の収集

と解析を行った。昨年度は検索式で収集

された 565 件の文献について、アブスト

ラクトから CQ との関連性を判断する 1

次スクリーニングを行い、75 件を抽出し

た。今年度は、それらの文献について全

文から構造化抄録を作成しエビデンスに

基づく文献解析を行う 2 次スクリーニン

グを実施した。その結果、各 CQ に関連

する論文は少なく、RCT を実施した論文

はなかった。また、非肥満者の高血圧に

対する運動介入については引用文献がな

く、推奨レベルを決定できなかった。今

後の研究では、代謝異常に対する運動介

入の効果について肥満・非肥満を区別し

た検討が望まれる。  

 

Ｅ．結論  

 「非肥満者の代謝性異常に対する運動

介入」の重要課題について、非肥満者の

代謝異常に関する共通のキーワードと本

課題のキーワードを組み合わせて検索式

を作成し、Medline、Cochrane data base、

医学中央雑誌から文献を収集した。収集

された文献について、1 次スクリーニン

グおよび 2 次スクリーニングにより文献

を解析した。解析により選定された引用

文献およびハンドサーチによる参考文献

をもとに、ステートメントの作成及び可

能な場合には推奨レベルの設定を行った。

そ の 結 果 、 非 肥 満 者 の 代 謝 異 常 に 対



す る 運 動 介 入 の 効 果 を 検 証 し た 研 究

は 少 なく 、RCT を 実 施 し た論 文 は な

か っ た 。 引 き 続 き 、 非 肥 満 者 の 代 謝

異 常 に 対 す る 運 動 介 入 の 効 果 に 関 す

る エ ビデ ン ス の 蓄 積 が 必 要で あ る 。  

 

Ｆ．健康危険情報  

 なし 
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